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 梅香の候、保護者及び地域協力者の皆様におかれましては、益々、御健勝のことと存じ

ます。また、日頃より、本校の教育活動に御理解と御協力を賜り、感謝申し上げます。 

 さて、令和４年度 学校評価アンケートの結果がまとまりましたので、お知らせいたし

ます。今年度も、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、様々な行事等が中止、

変更される中、御回答いただくことも難しい状況だったと思いますが、御協力をいただき

感謝申し上げます。御回答いただいた貴重な御意見を本校の教育活動の向上へとつなげて

いきたいと考えております。 

今後とも、本校の教育活動に御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

【学校関係者（保護者・地域協力者）評価】 

＜分析＞ 

○ 学校関係者評価の集計結果は、全項目を総合すると肯定的評価（「とてもそう思う」

「おおむねそう思う」）は過半数の項目で約８０％であった。 

○ 肯定的な評価が高い要因は、子どもが楽しく学校に通い、友だち関係に恵まれている

ことが考えられる。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、様々な行事

が中止及び活動内容を変更しての取り組みとなったものの、日頃の教育活動が人間関係

づくりなどに役立っていると考えられる。 

○ 肯定的評価が８０％を超えたのは、次の７項目であった。 

  「２みんなと仲良く」「３元気よく」「４わかりやすい授業」「９楽しい学校」「１２怪

我・病気対応」「１３安全・衛生・環境」 

○ 肯定的評価が７０％未満だったのは、次の５項目であった。 

  「１進んで勉強」「６学習方法」「７自分の意見や考えを言うこと」「１７学習した道

徳授業の家庭での話し合い」「１８道徳教育の効果」 

＜今後の取り組み＞ 

☆ 学習に関しては、児童の実態を的確に把握し、「金小ドリル」及び「タブレット」等

を活用して学力向上を図る。また、普段から家庭学習の取り組み方法や反復して取り組

むことの大切さ等の指導を行い、基礎・基本の定着及び主体的に取り組めるよう家庭と

の連絡を取り合いながら指導、助言をしていく。 

☆ 家庭学習の方法等については、学年の発達段階に応じ、学校で学習した内容・予習の

内容等、情報を発信していく。 

☆ 各学年、発達段階に応じ、授業や家庭学習においてタブレットを活用。 



☆ 家庭でのタブレット活用例について周知する。 

☆ タブレットの使用の仕方、セキュリティ対策等、保護者や児童の発達段階に応じ講習

会等を計画し指導・助言する体制の整備をしていく。 

☆ 言語活用科の日本語分野の学習を通して、自分の考え及び意見をわかりやすく伝えら

れる等の方法を指導し授業等で活用し、日常生活でも生かせるよう支援していく。 

☆ 道徳については、学習した内容等を発信してくように努めること及び学習した内容を

日常生活に活かした指導をしていく。 

 

【教職員評価】 

＜分析＞ 

○ 教職員評価結果で肯定的評価が８０％を超えたのは、次の１２項目である。 

「４わかりやすい授業」「５基本的な学力「６学習方法」「７自分の考えや意見」「８わ

かりやすく伝える」「９楽しい学校」「１１悩み相談」「１２怪我・病気対応」「１３安

全・衛生面」「１４情報発信」「１６積極的家庭支援」「１７道徳の学習効果」 

○ 肯定的評価が７０％未満だったのは、次の４項目であった。 

 「１進んで勉強」「２仲よく認め合える」「３強い心と体をつくる子」「１０明るい挨

拶・返事」 

＜今後の取り組み＞ 

☆ 「１進んで勉強」については、学校関係者評価と教職員、児童評価との差がある。今

後は、学校での学習状況及び指導、取り組み方法等を情報発信していく必要がある。ま

た、個々の学習状況に応じた家庭学習の取り組み方を指導し、情報を発信していく。 

☆ 「２仲よく認め合える子」については、コロナの影響により、行事等の活動や仲間と

の関わりが以前より減少している。そのため、仲間との関わり方や良さを感じにくくな

っている様に感じる。今後も教職員から仲間のよさを認める言葉を発信していく。 

☆ 教職員は児童の相談や保護者との連絡を取っている。今後も児童及び保護者の不安等

も考え、業務の厳選を図りながら相談期間の確保を図りたい。 

 

【児童アンケート結果】 

＜分析＞ 

○ 児童アンケート結果で肯定的評価が９０％を超えたのは、５項目である。 

「２勉強がわかる」「４友達と仲良く」「６挨拶や返事」「７ものを大切に」「８進んで学

校をきれいに」 

○ 肯定的評価が８０％未満だったのは、「９進んで発表」の１項目であった。 

＜今後の取り組み＞ 

☆ 言語活用科（日本語分野）の授業において「ことばの教育」を継続的・段階的に進

め、日常生活においても端的に伝えるために必要な学習を継続していく必要がある。 



 


